
栄養士法に基づく科目区分

教 　育 　内 　容 科　　　　　　　　　目
単 位 数
講義
又は
演習

実験
又は
実習

社 会 生 活 と 健 康 公衆衛生学特論
健康科学特論
社会福祉特論

2
2
2

社会生活と健康の小計 6
人 体 の 構 造 と 機 能 解剖生理学特論

解剖生理学特別実験
生化学特論
病理学特論
疾病学特論

4

2
2
2

1

人体の構造と機能の小計 10 1
食 品 と 衛 生 食品学特論

食品衛生学特論
食品機能特論
食品産業特論

4
2
2
2

食品と衛生の小計 10
栄 養 と 健 康 栄養学特論

ライフステージ栄養学特論
臨床栄養学特論
実践臨床栄養学特論
臨床栄養学特別実習Ⅰ（校内実習）
臨床栄養学特別実習Ⅱ（校外実習）

4
2
4
2

1
2

栄養と健康の小計 12 3
栄 養 の 指 導 公衆栄養学特論

栄養教育特論
栄養教育特別実習Ⅰ（校内実習）
栄養教育特別実習Ⅱ（校外実習）
栄養カウンセリング特論
栄養情報処理特別演習

2
2

2
1

1
1

栄養の指導の小計 7 2
給 食 の 運 営 調理科学特論

調理学特別実習
給食経営管理特論

4

2
1

給食の運営の小計 6 1
小　　　　　　　　　計 51 7

関 連 す る 専 門 科 目 バイオテクノロジー特論
食文化特論
統計解析特論
情報処理特別演習
外国文献講読
特殊講義
特別研究

2
2
2
1
1
2
4

関連する専門科目の小計 14
小　　　　　　　　　計 65 7
合　　　　　　　　　計 72
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履 修 の 手 順

履　修　計　画
　どの年次に，どの科目を，どれだけ履修するかは，基本的には各自の自主的な判断に基づいて決定

するものです。選択必修科目及び選択科目では，学習に対する興味や関心のある分野を学ぶことが大

切でしょう。また，所属する専攻科の学習指針などに応じて，その目的が充分生かされるように選択

することも大切です。履修は，修了するまでに修了要件を満たすことを最低条件としますが，各年次

ごとに適切な科目，科目数及び単位数を履修できるよう考えなければなりません。

　より広く，より深く学習するために，修了単位数を超えて積極的に多くの科目を履修することは望

ましいことですが，学習効果を考え，次のことに注意して履修するようにしましょう。

　①　必修科目を優先して履修するようにしましょう。

　②　授業内容や難易度を考えて段階的に履修しましょう。

　③　科目数及び曜日・時限を適切に配分し，無理のないよう履修しましょう。

　④　修了を控えた学年次では特に，必要単位数よりも余分に単位を修得できるように履修しましょう。

履　修　登　録
　科目履修登録は，本年度の受講科目を決定する大切な手続きです。

　履修科目の登録は，各自の責任のもとで，原則として年度の始めに（セメスター制で後期に開講さ

れる科目も含む）行うものです。UNIVERSAL PASSPORT（以下，UNIPA）にて公開している時

間割表に記載されている科目の中から履修要件に照らして履修科目を選び，履修登録の期間を確認の

上，所定の期日までに受講と履修の手続きを行ってください。受講・履修手続きに関して不明な点が

ある場合は，担任教員，教務課，食物栄養学科研究室に相談してください。

履
修
登
録

授
業
履
修

定
期
試
験

成
績
評
価

単
位
修
得

－ 15 －



受 講 届
①　教務課・食物栄養学科研究室に置いてある「受講届」に必要事項を記入し，受講希望科目の担

当教員の指示に従い，直接提出してください。なお，再履修者は初回授業で履修制限のため，

「受講届」が受理されない場合があります。

②　履修登録とともに「受講届」の提出を行わないと当該科目の受講と単位の修得が認められない

場合があるので，充分注意してください。

履修登録の注意点
　履修登録期間内に，インターネットを使用し，担任教員に相談しながらUNIPAで履修登録を行っ

た後，時間割表をダウンロードし印刷後，登録内容を再確認します。次に担任教員の許可（承認）及

び履修登録完了のサイン（学生本人）をし，担任教員に提出して完了となります。

　　登録期間を過ぎたら変更は一切できません。

①　担任教員からの履修指導時に科目名・科目担当教員等を必ず確認してください。

②　登録科目に誤りがないか，前期履修登録期間に必ず確認し，誤りがあった場合には，履修

登録期間内にUNIPAで訂正し，再度確認してください。

③　登録漏れや誤った科目を登録した場合，たとえ授業に出席し，試験に合格しても，単位の

修得は認められません。

履修登録の削除・追加について

　履修登録科目の削除・追加期間内で行われる履修登録科目の削除・追加はＧＰＡ制度導入によ

る救済措置です。ＧＰＡ値の低下を回避するために削除を許可するもので，追加を容認するもの

ではありません。

　学生は４月に１年間の履修計画（時間割）をたて，履修登録期間に担任教員に相談しながら履修登

録期間にUNIPAで登録し，自分の履修登録科目を確認して履修登録完了することが原則です。

　ただし，履修制限等でやむをえず登録科目を変更する場合は，前期の場合は，履修登録期間内に各

自がUNIPAで変更作業を行います。後期の場合は，後期履修登録科目の削除・追加期間に各自

UNIPAからダウンロードした「学生時間割表」を朱書き訂正の上，担任教員の研究室に出向き承認

を受けてください。その後，「学生時間割表」をもとに，UNIPAで後期履修登録変更作業を各自行っ

てください。また，同期間内に再度登録内容の確認を行ってください。なお，科目を追加する場合，

それまでの欠席分は配慮されませんので，注意が必要です。
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担任・オフィスアワーについて

　担任は，皆さんの履修登録や卒業までのステップなど，学修についての相談，指導，助言を行いま

す。各担任はオフィスアワーの時間に研究室に在室しているので，相談がある場合は訪ねてください。

オフィスアワーの時間帯は，各担任の研究室前に掲示しています。

履修単位の制限
各学年で履修できる最高履修単位数

第１年次 第２年次

48 48

履修科目の制限
①　すでに修得した科目については，再び履修することはできません。

②　上位学年に設置された科目は，その学年になるまで履修できません。

③　特別な事情がある場合は，講座担当教員及び教務課の許可を得なければなりません。
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履修登録の流れ
※期限を過ぎての履修登録科目の変更は認められないので，慎重に確認してください。

【前期】

＜履修する科目のチェック＞
「履修要覧」とUNIPAの「シラバス」・「時間割」でチェック

※シラバスを熟読しておき，第１回目の授業に出席できるよう準備をしてください。

＜第１回目の授業に出席＞
教務課・研究室にある「受講届」を各科目担当教員に提出

※�第１回目の授業に出席しないと，履修制限により受講できなくなる場合がある
ので注意してください。

履修登録科目を変更した場合は，UNIPAからダウンロード・印刷した学生時間割
表を持参し担任教員へ相談した後，科目担当教員から許可を得てください。

※ 履修登録の削除・追加期間は，履修登録期間で登録した科目を変更することができます。
ただし，自由に登録内容を変更できるものではなく，やむをえない場合に限り変更する
ことができますので，以下の事項を確認し，必ず科目担当教員及び担任教員から確認を
得た上で履修登録科目の変更を行ってください。

　 ①科目担当教員から事前に許可を得る。②履修条件に合致している。
　 ③クラス指定科目になっていない。

学生時間割表をダウンロード・印刷し，食物栄養学科研究室へ提出して履修登録
完了とする。

※期間を過ぎての履修登録科目の変更は，認められません。

＜履修登録＞
１　�１年間の履修計画を開講期（前期・後期）毎に立て，履修登録期間内（４月）に１年間
分の履修登録を行ってください。

２　�履修登録が終了したらUNIPAから学生時間割表をダウンロード・印刷したら，登録内
容を再確認してください。

３　問題がなければ，担任教員に提出し登録完了とする。
※前期・後期の開講科目がすべて登録されていることを自分で確認してください。
※履修登録方法については，p.20を参照してください。
※午前３時～午前５時30分まではシステムメンテナンス時間となるため，アクセスできません。

履修登録科目の変更を行う。

＜履修登録の削除・追加期間＞
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＜後期授業開始＞
第１回目の授業に出席し「受講届」を各科目担当教員に提出

※�第１回目の授業に出席しないと，履修制限により受講できなくなる場合がある
ので，注意してください。

削除・追加希望科目を選定する。

UNIPAから学生時間割表をダウンロード・印
刷し，削除・追加する科目を朱書き訂正する。
その後，担任教員に確認してもらう。

手続きは必要ないので，
そのまま登録した科目の
授業に出席する。

各自UNIPAにて科目の削除・追加の手続きを
行う。� 登録期間厳守

登録後，削除・追加の期間内に学生時間割を印刷して登録内容を各自で確認してください。

学生は，UNIPAで登録科目を確認後，問題があれば直ちに教務課に申し出てください。

＜後期履修登録科目の削除・追加＞
登録科目を自由に変更するための期間ではありません。以下は，認められていないので注意してください。
①追加登録科目一覧以外からの科目の追加申請
②年間最高履修単位数を超えた登録科目の追加
③必修科目の削除及び追加
④修得済み科目の追加
⑤単位互換科目の追加
⑥通年科目の削除及び追加
※１　�上記の項目に該当しない場合でも，削除・追加期間を過ぎた場合は変更できなくなりますので，

必ず自分の目で確認してください。
※２　�例年，担任教員の研究室のポストへ勝手に投函する学生がいます。この場合は確認を受けたこと

になりませんので，必ず面会して担任教員より確認を受けるようにしてください。

＜後期履修登録科目の削除・追加の手続き＞

特に変更する必要ない

　後期履修登録科目の削除・追加は，履修制限等により受講が出来なくなり，ＧＰＡ値が下がること

を防ぐための救済措置であり，登録科目を自由に変更することはできません。

【後期】

登録科目を変更したい
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履修登録方法

１ UNIVERSAL PASSPORTとは
　「UNIVERSAL PASSPORT」（以下，UNIPA）とは，休講情報等を確認したり，履修登録や
成績確認等を行うことができるシステムです。
　「これからの学生生活，どのような科目を履修するのか？」から始まり，「どのようなキャン
パスライフを送るのか？」キャンパスライフ全体を通じて活用してください。

２ UNIPAの使用時の注意
　UNIPAでの履修登録は，パソコンで行ってください。推奨ブラウザは，UNIPAトップページ
に表示されています。スマートフォン・タブレットでの登録は，推奨していません。

　　※利用するにあたっては，以下のことに注意してください。

＜使用上の注意＞
●  情報処理教室及び情報処理自習室に設置されている公共パソコンを使用する場
合は，指導員の指示に従ってください。もし，操作方法が分からなくなった場
合は，必ず指導員に相談してください。

●　必ず登録期間内に履修登録を完了させてください。また，各学年の履修登録最
終日は混雑が予想されるため，できる限り早めに登録をしてください。

●　公共パソコンは長時間占有しないでください。
●　公共パソコンの設定を無断で変更しないでください。
●　パスワードは，他人に教えないでください。パスワードを忘れた場合は，本人
が教務課（本館１階）に学生証を持参し，パスワードを申し出てください。

　　※パスワードの発行には時間がかかる場合があります。

＜操作上の注意＞
●　公共パソコンに勝手にアプリケーションをインストールしたり，ダウンロード
したりしないでください。

●　ブラウザの[戻る][進む]ボタンは使用しないでください。誤作動の原因になりま
す。「UNIPA」の[戻る]ボタンでページ移動をしてください。

●　「UNIPA」が表示されない等のトラブルが発生した場合は，教務課まで申し出
てください。

●　一定時間操作を行わないとタイムアウトになり，最初から作業をやり直すこと
になりますので注意してくたさい。
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３ 事前準備
　「UNIPA」で履修登録するにあたって必ず以下の準備を行っておきましょう。

①　�ユーザー ID，パスワードの確認をしましょう。もし忘れてしまった場合は，教務課で学生
証を提示し，パスワード参照を申し出てください。

②　�履修登録する前に受講希望の授業を事前にシラバス等で参照し，各自UNIPAからダウン
ロードした時間割表に受講希望科目を記入して時間割表を完成させてからUNIPAで登録し
てください。なお，この時に履修登録する単位数の合計が年間最高履修単位を超えていな
いか確認してください。

　　※シラバス（授業計画）は，「UNIPA」で閲覧できます。

③　履修要覧（本書）を用意します。準備ができたら，早速履修登録をはじめましょう。

　　曜日

時限　　

月 火 水 木 金 土
科
目
名

単
位
数

担
当
教
員

科
目
名

単
位
数

担
当
教
員

科
目
名

単
位
数

担
当
教
員

科
目
名

単
位
数

担
当
教
員

科
目
名

単
位
数

担
当
教
員

科
目
名

単
位
数

担
当
教
員

１

通年／
　前期

後　期

２

通年／
　前期

後　期

３

通年／
　前期

後　期

４

通年／
　前期

後　期

５

通年／
　前期

後　期

６

通年／
　前期

後　期
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https://www.ir.nihon-u.ac.jp
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【注意】パスワードを忘れてしまった場合は，教務課にて学生証を提示し，パスワード参照を申し出

てください。
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2017

2017
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2017

2017

　 1

2 3 4 5 6 7 8
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2017
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2017

2017
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2017

2017
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－ 29 －



2017

2017

【注意点】
①�履修登録期間中，教務課では別システムにて再度詳細な「履修チェック」を実行します。
　そのため履修エラーが発生することがありますので，必ず履修登録期間内に「履修登録」画
　面にてエラーが出ていないかを確認してください。
　�また，エラーの内容により，掲示にて呼び出しを行なうことがありますので注意してください。
②�履修登録時や登録内容を修正する際には，必ず「履修登録が完了しました。」と表示されるま

で操作してください。

４－７ 履修中止制度 

 履修中止制度とは，定められた期間内に申し出ることで履修登録を完了した科目の履修中止をすることができ
る制度です。授業を受けてみたものの内容が学びたいものと違った場合や授業についていけるだけの知識が不足
していた場合など，そのままでは単位の修得が難しい場合に，不合格（Ｄ）評価によって，ＧＰＡが下がるのを
回避することを目的としています。履修中止をした科目は「Ｐ」と評価され，ＧＰＡには算入されません。 
 履修中止手続の詳細については，履修登録期間終了後にＵＮＩＰＡにて周知します。 
 
【履修中止手続の留意点】 
 ①履修を中止した科目は，いかなる理由があっても履修中止の申請を取り消して，年度内に履修を復活させる

ことはできません。 
 ②履修を中止した科目分の単位を他の科目で追加して履修登録することはできません。 
 ③履修を中止した科目を次年度に再度履修登録することは可能です。 

 

－ 30 －


	yoran_jc_a_2020-18
	yoran_jc_a_2020-19
	yoran_jc_a_2020-20
	yoran_jc_a_2020-21
	yoran_jc_a_2020-22
	yoran_jc_a_2020-23
	yoran_jc_a_2020-24
	yoran_jc_a_2020-25
	yoran_jc_a_2020-26
	yoran_jc_a_2020-27
	yoran_jc_a_2020-28
	yoran_jc_a_2020-29
	yoran_jc_a_2020-30
	yoran_jc_a_2020-31
	yoran_jc_a_2020-32
	yoran_jc_a_2020-33
	yoran_jc_a_2020-34

